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	資料３
	本市では、東京２０２０オリンピック・パラリンピックやいちご一会とちぎ国体・とちぎ大会の開催によって、市民のスポーツに対する関心が高まっており、スポーツを通じた地域づくりに取り組む絶好の機会ととらえております。
	この度、様々な国体レガシーを継承し、スポーツを活用した地域活性化の機運を逃すことなく、スポーツツーリズムを初めとした事業による交流人口の拡大、スポーツによる地域づくりを一元的に実施する組織として、庁内関係課、スポーツ団体、観光団体、医療機関、教育機関等が連携した「那須塩原スポーツコミッション」を設立いたします。
	また、スポーツツーリズムを通じて那須塩原市の魅力に触れることにより「なすしおばらLife」に繋がるコンテンツとしての役割も担います。
	■内容・スケジュール
	１　取組事項
	①　スポーツ合宿の誘致
	②　大規模スポーツ大会等の誘致及び開催支援
	③　新たなスポーツツーリズムの開発
	④　戦略的なプロモーション活動
	２　設立総会及び記念講演会
	①　設立総会
	９月２５日（月）午後１時１５分～
	いきいきふれあいセンター
	（３階：多目的ホール）
	②　設立記念講演会
	９月２５日（月）午後２時～
	（設立総会終了後）
	テーマ　「スポーツによるまちづくり最前線」
	講　師　　原田　宗彦　氏
	（一社）日本スポーツツーリズム推進機構　代表理事
	大阪体育大学　学長
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	〇スポーツツーリズムの推進体制強化
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	〇スポーツ団体、観光団体などの多業種が連携
	〇スポーツ、観光、アクティビティなど新たな観光コンテンツの発掘
	令和５（2023）年９月２１日　定例記者会見資料
	所属　教育部　スポーツ振興課
	氏名　和氣　広美　　電話　0287-37-5439
	那須塩原スポーツコミッションの設立について
	那須塩原スポーツコミッションイメージ
	スクラムを組む
	・交流人口拡大
	・地域活性化
	・地域課題の解決

